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１．はじめに
・対象とする時代－「中世」とは－

◎ここでは、武士の躍進する時代以降、織田信⾧
入京ころまで、西暦では12世紀後半以降～16世
紀後半あたりまで（平安時代末期～戦国時代）、
としておきます。

👉歴史学（日本史）では、白河院政期（11世紀後半）
を中世の起点とする見解も、現在では有力です。
参考:桜井英治2013「中世史への招待」『岩波講座日本歴史』第６巻・中世１



２．白川道とは

（鴨東～湖西地域を西方上空から）
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琵琶湖坂本

吉田キャンパス

「志賀越道」
「志賀の山越え」
「山中越」
などとも

★京の荒神口と近江坂本を結ぶ街道

山中

本部構内

本部構内に遮られながら
現在もたどることができる



３．中世白川道の発掘調査成果
幕末の尾張藩邸設置により途絶した白
川道の路面は、本部構内の発掘調査で
確認される

吉田キャンパスの発掘調査地点と
中世白川道の確認地点（青・赤・緑）



168地点の調査（本部構内東端）

幅４ｍ程度

下部に砂取穴

『京都大学構内遺跡調査研究年報1986年度』より

２面の路面側
溝

白色の粗砂や小礫
による舗装

細く浅い溝状の轍

（東から）



296地点の調査（本部構内中央）

（西から）
幅４ｍ前後

側
溝

南から北へ基盤層を掘
り下げ（切り通し）

２面の路面
（方向軸をわずかに違える）

側
溝

白色の粗砂や小礫
による舗装
細く浅い溝状の轍



277地点の調査（本部構内西南）
近世路面 中世路面

北から南へ基盤層を掘
り下げ（切り通し）

側
溝

粗砂や小礫による舗装『京都大学構内遺跡調査研究年報2001年度』より



★中世路面のまとめ

近
世

中
世

・側溝をともなう
・白色の粗砂と小礫を叩き締める
ような舗装

・平均して幅４ｍ程度の規模

・地山削り出し（切り通し）
による造成

・12世紀代（後葉には明瞭化）
～15世紀ころまでは出土遺物
から比定可能

本部時計台付近で北側へ道筋を迂回させている
→地形の高まりを避けた?



４．中世白川道周辺の様相
👉文献史料で良く把握される中世吉田の
活動者としては、別邸として吉田泉殿を営
んだ西園寺公経（1171～1244）と、吉田に
おける財産の伝領過程が詳細に知られる藤
原北家勧修寺流の一族が挙げられる。
「吉田泉殿」について
＊文献上の初出
「・・・吉田泉造改・・・」
『明月記』嘉禄２年（1226）５月27日条

現在の京大西部構内から西側一帯の
地名「吉田泉殿町」の由来となる



👉西部構内の発掘調査では、
13世紀代の石敷きを配した方
形建物跡、色玉石を敷いた祭
祀遺構、庭園に関連する景石
や流路跡が見つかり、吉田泉
殿の存在が裏付けられている。

方形建物跡の調査風景（北から・2008年）

色玉石を敷いた遺構（北から） 景石を配した流路や高まり（西から）



勧修寺流の人々について

吉江崇2006「中世吉田地域の景観復元」
『京都大学構内遺跡調査研究年報2001年度』より

正治二年（1200）藤原経房処分状（部分）
京都大学総合博物館蔵・勧修寺家文書・御遺言条々より

👉経房が孫の資経・経兼・為定に吉田南亭・
吉田園領・吉田角屋地の３屋敷地を譲与



南亭:菩提寺の浄連花院へ（西亭に隣接か）
園領・角屋地:

東亭・西亭として、以後資経から
為経・経俊の系譜へと伝領 東

亭
西
亭

浄
連
花
院

後醍醐帝とともに吉野
へ。伝領していた東亭
は没落か応永24年（1417）

「吉田大納言（経房）御旧跡田畠」
を浄連花院へ寄進

南北朝の内乱期頃より荒廃、
16世紀代に吉田社一円領へ

発掘された状況とこれらは
対応できるか?



（伊藤淳史・⾧尾玲2022「白川道沿いの大規模廃棄土坑」『都市近郊歴史像の再構築』より

字「浄蓮華」「女郎花」

字「西御舘」「東御舘」

大規模なV字溝や多数の
区画溝、大型で深い井戸

かわらけの大量廃棄

⇒ほぼ13世紀代で収束

⇒14世紀へも継続

中世白川道周辺の主要な中世遺構

小柱穴・小型井戸の集中
鍋･釜類の比率高



本部構内中央～北東域の調査（字「西御舘」「東御舘」）

かわらけの大量廃棄（北西から）

断面V字形の溝（東から） 大型石組井戸断面（北から）

深
さ
6
ｍ
以
上

幅・深さ２ｍ

13世紀代までに収まる大
規模遺構が目立つ状況は、
東亭に比定できないか?



医学部構内北半域の調査（字「浄蓮華」「女郎花」）

井戸

井戸

井戸

井戸

井戸

井戸

井戸井戸

井戸井戸
集石

白川道に接する調査区の中世遺構の検出状況（南から） 出土瓦器鍋

14世紀代まで多数
の施設が築かれる。
西亭や浄蓮華院に
関連しないか?

道沿いの調査では、道を
意識した方位の施設群。

井戸の検出と煮炊
具の出土が多い。



５．おわりに
●これからの課題
１．中世～近世にかけての空白期間の検証
（とくに15～17世紀代）
２．白川道の遡源－古代の道はどこに?

北部構内の平安中期道路状遺構（西から）

・崇福寺への行幸
（嵯峨天皇『日本後紀』弘仁六（815））ほか、
多数の往来記録あり。

・「志賀の山越え」は多くの和歌に。

ご清聴ありがとう
ございました。


